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高校生における精神的健康とオプテイミズムについて

宮城政也大城一子河田聡子伊礼優高倉実小林稔

AStudyontheRelationshipBetweenMentaIHeaIthandOptimismmSeniorHighSchooIStudents

MiyagiMasaya＊Ooshirolchiko幹KawadaFusako…

IreiMasaru…TakakuraMinoru***＊KobayasiMinoru…*＊

Thepurposeofthisstudywastomvestigatetherelationshipsbetween(stressresponse

andqualityoflife)ｔｈｅＭＨＰ(MentalHealthPatternscale)andoptimismasmeasuredin

LOT-R(therevisedLifeOrientationTestintoJapanese)fOrsemorhighschoolstudentsin

Okinawaprefecture,Questionnalresweredistributedto55612thgradestudents（271

male,２８５female).Theresultsofthisstudyaresummarizedasfollows：１）Analysisof

variancerevealedthattherewerenosignificantgenderdifferencesmthetendencyof

optimisｍｍｔｈｅＬＯＴ－Ｒ,However,thereweresigmficantgenderdifferencesmexhibited

ratiosofthefourpatternsmthelvn-IP(MentalHealthPattern).Aboveall,asfOrthesenior

highschoolstudentsofOkinawaprefecture,theexhibitedratiosof“Exhausted?,ｐａｔｔｅｍ
ｉｎｔｈｅＭＨＰｗａｓｔｈｅｍｏｓｔｎｕｍｅｒｏusMoreover，malesshowedatendencyfOrthe

exhibitedratiosof“Resisting,,ｐａｔｔｅｒｎｉｎｔｈｅＭＨＰｔｏｂｅｈｉｇｈｅｒｔｈａｎｆemales,andfemales

showedatendencyfor“Exhausted'，ｐａｔｔｅｒｎｉｎｔｈｅＭＨＰｔｏｂｅｈｉｇｈｅｒｔｈａｎｍales2）On

therelationshipbetweenmentalhealthandoptimism，theyweresignificantfOrfour

pattｅｒｎｓｉｎｔｈｅＭＨＰａｎｄＬＯＴ－Ｒ(optimismandpessimismscore).Additionally,thepattern

highestscoreofoptimiｓｍｗａｓｔｈｅ“Vivid’patternintheMHP,andthepatternthatshow

thehighesｔｓｃｏｒｅｏｆｐｅｓｓｉｍｉｓｍｗａｓｔｈｅ“Exhausted，,ｐａｔｔｅｒｎｉｎｔｈｅＭＨＰ、３）The

correlationanalysisrevealedthattherewerepositivecorrelationbetween“optimism,，

and“qualityoflife,,ｉｎｔｈｅＭＨＰ,ａｎｄ‘`pessimism'，ａｎｄ‘`stressresponse,，ｍｔｈｅＭＨＰ・In

concluding,wesuggestthepossibilitythatahighmentalhealthlevelhasahighoptimism

natureinseniorhighschoolstudentsofOkinawaprefecture．

Keywords：optimism，pessimism，mentalhealth，seniorhighschoolstudents，Okinawa
prefecuture
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容範囲内であると考えられるということから楽観

性と社会的行動との関係を研究するための尺度と

してLOT-Rを用いることは可能であるとしている
７１

０

－方、沖縄県の高校生のメンタルヘルスについ

て、高倉らは日常の苛立ち事、ソーシャルサポー

ト、自尊心、健康晋`償と抑うつ症状には心理社会

的要因と関連が深いと報告している8'。また、最近

の児童生徒の心身症には抑うつ症状を伴うものが

多いと言われていることから高校生を含む児童生

徒・学生の精神的な健康状態の問題と抑うつ症状

が関係しているのではないかと考えられている。

またこれまでの精神的健康に関する研究は抑う

つ、不安、ストレスといった一側面からの評価に

よって多くの報告がなされてきたが、橋本らは適

度なストレスはむしろ有用であると考え、心理

的・社会的，身体的ストレスからなるSCL尺度（ス

トレスチェックリスト）と生活の満足度をあらわ

すQOL尺度の2つの尺度を用いて総合的な精神的健

康を測定するＭＨP尺度(MentalHealthPattem診断検

査)を作成している。ＭＨP尺度は「はつらつ型、ゆ

うゆう型、ふうふう型、へとへと型」の4パターン

に分類され、人々の生活や健康行動を反映してい

ることから日常生活に結び付けて総合的な精神的

健康を知る上で有用であると考えられ9-ｍ、宮城ら

はそれらを用い、沖縄県児童における精神的健康

に関する調査を行い、いくつかの報告を行ってい

る12>・

以上のようにこれまでのメンタルヘルスに関す

る研究においては主に抑うつ、不安、ストレスと

いう一義的なもので捉えたものと社会心理的要因

との関連性についての報告が多く、positive
psychologyの１つとして近年注目されている楽観的

傾向との関連性についての研究は比較的少ない。

そこで本研究では、日本語版LOT-RとＭＨP尺度を

用いて、高校生の楽観性と精神的健康との関連性

を検討することを目的とした。

Ｉ．はじめに

米国の心理学者Ｍ・SeIigmamは、人はある出来事

が起こったときにその原因を自分自身にどう説明

するかという「説明スタイル」をもっており、正

の出来事に関してその原因を「永続的･普遍的･内

的｣、負の出来事に関してその原因を「一時的･特

定･外的」という説明スタイルで考える傾向の人を

オプテイミスト（楽観主義者）といい、その逆を

ペシミスト（悲観主義者）と定義し、これをふま

えて、抑うつと説明スタイルの関係に関する研究

が多くなされた結果、“楽観的なものの見方，,をす

れば抑うつを軽減できると報告している'１。日本に

おける楽観性についての先行研究として、戸ケ崎

らは、オプティミストは主観的健康度や意欲が高

く、心理的に安定した生活を送ることができる:’

と指摘しており、また藤南らは、ペシミストはス

トレッサーが多い場合に初めて抑うつの水準が上

昇することを示している3)。このような研究への前

駆的研究としてScheier,Carverらは楽観性を測定す

る尺度としてLＯＴ（LifeOrientationTest）を開発し

釧・５)、その後、Scheier，Carver＆BridgesによりＬＯＴ

の再検討を行い改訂版楽観性尺度（LOT-R）が作

成された。主な改訂点は2点ある。１つめはＬＯＴの

うちの2項（項目４と11）は、楽観性というよりも

｢問題が起きたときに状況を再確認し、ポジティブ

な考え方をすることができる傾向」を反映してい

る点であるとし、これらの項目はコーピングの仕

方に関する項目であり、楽観性の概念からずれる

という観点より訂正が加えられた。したがってこ

の2項目を削除し、新たに楽観`性を測定する項目を

1項目加え、再検討をしている。２つめは楽観性に

関する項目と悲観性に関する項目（逆転項目）の

数を同じにするため、LOTの逆転項目１つを（項目

番号9）削除している。このようにしてLOT-Rは楽

観性、悲観性に関する項目を3項目ずつ、フイラー

項目を4項目、計10項目より構成されている。ＬＯＴ

と5項目が共通しているLOT-RはLOTと高い相関を

もち、楽観性の測定に際してはより概念的定義に

沿ったものとなっている`)。このLOT-Rについて坂

本らは日本語に翻訳しその信頼`性を検討した結果、

内的一貫性はα係数が.62と報告しており、この数

値は項目数が6項目と少ないことを考慮すれば、許

Ⅱ、対象及び方法

1．調査対象

沖縄県内の県立高等学校3校（北部地区1校220

名、中部地区1校180名、南部地区1校206名）の

－１１８－
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高校3年生計606名である。 る・３点｣｢全くそうである.４点｣の4件法によっ

て点数化する。その結果により、ストレス得点

５８点以下でＱＯＬ得点25点以上が「はつらつ型｣、

同様に58点以下で24点以下が「ゆうゆう型｣、５９

点以上で25点以上が「ふうふう型｣、５９点以上で

24点以下が「ヘとへと型」と分類する。図1に示

すようにＭＨPは「ストレス反応」と「やる気」

の2つの次元の組み合わせによって「はつらつ

型｣、「ゆうゆう型｣、「ふうふう型」「ヘとへと型」

の4つに分類することができる。

「はつらつ型」はストレス度が低く、生活の

満足感が高いことから、現在の生活に生きがい

を感じている状態と思われる。不快なストレッ

サー（生活の出来事）がないか、あるいはあっ

たとしても、うまく処理していることが考えら

れる。したがって、日常のさまざまなストレッ

サーにうまく適応しているという意味から「ス

トレス適応型」ともいえ、極めてメンタルヘル

スが高い状態といえる。

「ゆうゆう型」は、ストレス度は低いが、生

活の満足感も低い。現在の生活に対し満足して

いなく、なんとなくだらだらとした生活を送っ

ている状態だと思われる。つまり、生きがいや

やりがいといった生活に張りのない状態であり、

明確な生活の目標が見出せない状態である。こ

のタイプはストレスが低いので「ストレス準適

応型」といえるが、メンタルヘルスは高いとは

いえない。

「ふうふう型」は解決・克服しなければなら

ない何らかのストレッサー（課題）があり、ス

トレスをためながらも課題解決に向けて挑戦し

ている状態と考えられる。このパターンは生活

の満足感は高いので、ストレッサーに対し前向

きに挑戦しているといえる。ストレス度が低い

場合は良い意味での「ストレス抵抗型」である。

しかし、ストレス度が高く長期的なストレッサ

ーヘの抵抗が続くと心身の疲労は免れず、精神

的に必ずしも健康な状態とはいえない。

「ヘとへと型」はストレス度が高く、現在の

生活に満足していないので生きがいを喪失して

いる状態と思われる。このタイプは、ストレツ

サーに適応できていないので「ストレス不適応

型」といえ、メンタルヘルスは極めて低い状態

２．調査期間

2002年10月上旬～11月中旬

３．調査方法

県立高等学校の高校3年生計606名に対し、各

クラス担任による集合調査を行った。記入漏れ

や記入ミスを除く553名、有効回答率93％を分析

の対象とした。またデータの解析は、SPSS統計

パッケージ10.Ofbrwindowsを使用した。

４．調査内容

(1)楽観性尺度：Scheier，CaTver＆Bridgeによって

作成された改訂版楽観性尺度（LOT-R)。

質問項目は計10項目あり、楽観性と悲観性に

関する項目が3項目ずつあり、フイラー項目は４

項目から成り立っている。選択肢は「全くあて

はまらない.1点」「ややあてはまらない・２点」

「どちらともいえない・３点」「ややあてはまる.

４点」「非常にあてはまる．５点」の5件法によっ

て点数化する。その結果によって楽観性と悲観

性がそれぞれ3点～１５点の間で示される。

(2)精神的健康パターン診断検査：ＭＨＰ（Men1al

HealthPaUem)。Ｍ１

ストレス低い

や
る
気

や
る
気

低 高

い
３０ＵＲＧ員iRf

い

ストレス高い

図１．４つの精神的健康パターンについて

質問項目は心理的･社会的･身体的ストレスの３

因子から構成されるストレス尺度が10項目ずつ

と生活の満足度をあらわすＱＯＬ尺度が10項目の

計40項目からなり、「全くそんなことはない.１

点｣｢少しはそうである．２点｣「かなりそうであ

－１１９－
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と考えられる９１。１６．５％～低い群は13.3％、悲観性が高い群は

19.1％、低い群は15.1％となった。楽観性の高い

５．倫理的配慮群における男女の比率は男子20.3％、女子129％、

アンケート調査を実施する前に担任によって低い群においては男子12.8％、女子139％であり、

以下の説明を行うように依頼する。悲観性の高い群における男女の比率は男子

（１）研究趣旨の説明１６．８％、女子２１．６％、低い群においては男子

（２）研究以外の目的では使用しないこと15.1％、女子150％であり、楽観･性において男女

（３）成績には無関係であること間における度数分布の違いが認められた。さら

（４）アンケート調査への参加、不参加は本人のに得点比較を行った結果、性別間における有意

意志であることな差は認められなかった。尚、今回の尺度使用

（５）無記名式であるため、個人が特定されないにあたって高校生への適用可能性についての先

こと行研究がないため、信頼`性の検討を行った結果、

以上（１）～（５）についての説明を行い、同α係数は.53であった。この数値は坂本らの研究

意を得られた者に対して調査を行った。による大学生を対象としてLOT-Rを検討した結

果のα係数.62より低い値を示した。坂本らの再

ｍ、結果および考察検査によるとLoT-Rの信頼性が確認されたこと

をふまえ7)、LOT-Rが6項目と項目数が少ないこ

１．楽観性、悲観性についてとを考慮し、さらに国内外の研究の蓄積から考

表lに示すように、楽観得点において男子は平えてみても楽観性と社会的行動との関係を研究

均値9.34標準偏差値254、女子の平均値は9.09、する場合にLOT-Rの使用は可能であると報告さ

標準偏差値2.29、悲観得点において男子の平均値れていることからも本調査において楽観、悲観

は9.50、標準偏差値193、女子の平均値は9.82、度の指標としての適用の可能性はあると判断し

標準偏差値2.34という結果が得られた。そして楽た。

表1．男女間における楽観性と悲観性の平均得点と得点レベルについて

悲観性楽観性

低

４６

(15.1％）

４３

(15.0％）

８９

(15.1％）

男

女

計

Ｘ２＝６．００

．１＝２

Ｐ＜､0５

Ｘ２＝２．２９

．f＝２

ｐ＝３２

“
兜

Ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｆ
ｐ

Ｆ＝3.21

ｐ＝､074

観性、悲観性のCutOfTPomtを平均値±標準偏差

値により求め、楽観性が高い群を12点以上、低

い群を6点以下、悲観性が高い群を12点以上、低

い群を７点以下とすると、楽観'性が高い群は

２．精神的健康パターンについて

本調査の結果では表2に示すように、「ヘとへ

と型（38.5％)」が最も多く、次いで「はつらつ

型（25.4％)｣、「ゆうゆう型（22.1％)｣、「ふうふ

－１２０－
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表2．男女間における4つの精神的健康パターンの割合

８(２１４％）４８（１７．７％〕９３(３４４％６リ

勺９Ｉ２４Ｚツｆｉ５【ＺＺ８リ ］【１０

Ｉ［１４，リ

う型（14.0％)」という順であり、男女別に見て

みると男子は「ヘとへと型（34.3％)｣、「はつら

つ型（26.6％)｣、「ゆうゆう型（21.4％)｣、「ふう

ふう型(17.7％)｣、女子も「へとへと型(42.5％)｣、

｢はつらつ型（24.2％)｣、「ゆうゆう型（22.8％)｣、

｢ふうふう型（10.5％)」という順となっている。

先行研究では高校生の精神的健康状態において

性差に有意差はないと報告されているが本調査

においては男女間のパターンの比率に有意な差

が認められた。沖縄県の高校生において男子は

女子よりも｢ふうふう型｣の比率が高く、女子は

男子よりも「へとへと型」の比率が高かった。

｢ふうふう型」と「ヘとへと型」を合わせてみる

と男子52.5％、女子53％であり、男女とも半数以

上の生徒が日常生活においてストレス状態が高

いことを示唆している。そこで男子に「ふうふ

う型」が多く、女子に「ヘとへと型」が多いと

いう結果から男子は女子に比べ同じようなスト

レス環境にあっても生きがいを持っている生徒

が多いため、女子よりも男子のほうが高ストレ

ス下においてそのストレスに適応していくこと

のできる可能性があると考えられる。また、先

行研究と本調査の結果を全体的に比較してみる

と沖縄県の高校生の精神的健康状態は県外の高

校生に比べストレスが多くやる気があまりみら

れないことを示唆している９１．先行研究における

県外の高校生のＭＨPの占める割合では「はつら

つ型」が最も多く、次いで「ヘとへと型」「ゆう

ゆう型」「ふうふう型」で「はつらつ型」以外の

3つのパターンはそれぞれ2割前後である帥。沖縄

県の小学生におけるＭＨＰ－Ｃを使用した精神的健

康の研究においては全体的に「はつらつ型」が

最も多い割合を占めるが、学年が進むにつれて

有意に「はつらつ型」が減少し、「ヘとへと型」

が増える傾向を示している'2)。そして今回の調査

によって高校生の段階になると「へとへと型」

が最多となり、発達段階を経るごとに精神的健

康が低い状態になっていることがわかる。その

ことから沖縄県の児童生徒・学生は成長、発達

していくにつれ、日常生活の中でストレスを多

く感じ、自分の生活の中で生きがいややりがい

を見い出せないという現状があることが考えら

れる。

3．楽観性、悲観性と精神的健康パターンの関連

性について

楽観性、悲観性を従属変数、精神的健康パタ

ーンを独立変数とした分散分析を行った結果、

表3に示すように、精神的健康パターンの4つの

分類における楽観および悲観得点の平均値間に

有意な差が認められた。（楽観：Ｆ＝25.0,.f＝３，

ｐ＜０１、悲観：Ｆ＝11.2,.f＝３，ｐ＜０１）「はつ

らつ型」で楽観得点が最も高く、「ヘとへと型」

は悲観得点が最も高いという結果からオプティ

ミストは精神的健康が高く、ペシミストは精神

的健康が低いという傾向を示唆している。さら

にTukcyのHSDによる下位検定の結果、楽観性で

は「はつらつ型」とその他3つとのパターンとの

間に有意な差が認められた。悲観性においては

「ヘとへと型」とその他3つとのパターンとの間

に有意差が認められた。さらに表4に示すように、

相関分析の結果、楽観性は生きがい度と正の相

関（r-415,ｐ＜､01）を示し、ストレス度と負の

相関（r＝-.295,ｐ＜､01）を示した。また悲観性

は生きがい度と負の相関（r＝-.195,ｐ＜０１）を

示し、ストレス度と正の相関（r-309,ｐ＜､01）

を示した。また楽観得点の平均値の高い順では

「はつらつ型」「ふうふう型」「ゆうゆう型」「へ

－１２１－
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表3．楽観性と悲観性と精神的健康パターンにおける平均値と分散分析の結果

楽観性 悲観性

平均値の差

（下位検定）

パターン 平均値

(標準偏差）
平均値の差

(下位検定）
平均値

(標準偏差）

ゆうゆう型

ふうふう型

へとへと型

1.52＊

、９４＊

2.07＊

10.47

(2.05）

９．２０

(204）
はつらつ型 ヘとへと型-1.08＊

８．９５

(2.18）

９．１９

(2.04）
はつらつ型-1.52＊ゆうゆう型 ヘとへと型-1.09＊

９．５３

(2.27）

９．５３

(212）

はつらつ型-.94＊

ヘとへと型-1.13＊
ふうふう型 ヘとへと型一・75＊

はつらつ型

ゆうゆう型

ふうふう型

＊
＊
＊

肥
旧
朽

１
１８．４１

(2.41）

10.28

(192）

はつらつ型-2.07＊

ふうふう型-1.13＊
へとへと型

９．２１

(2.39）

９．６５

(2.10）
合計

値25.0*＊ １１２＊＊

＊：ｐ＜,０５＊＊：Ｐ＜､０１

なものを測定して判断する一義的な見解が示さ

れてきたが、最近では生きがいとストレスとい

う精神的状態における肯定的・否定的なものを

組み合わせた総合的な見方をするＭＨＰが注目さ

れている。そして本調査の結果により、楽観性

や悲観性はＭＨPによる総合的な精神的健康にお

いても関連性があることが示唆された。

表4．楽観性･悲観性と生きがい･ｽﾄﾚｽに

おける相関分析の結果

楽観性悲観性

生きがい、415*＊-.195*＊

ストレス－２９５*＊309＊＊

＊＊：ｐ＜､０１

とへと型」となっており、楽観性が高いものは、

ストレスが高くても生きがいをもっている可能

性を示している。また悲観得点の平均値の高い

順では「ヘとへと型」「ふうふう型」「はつらつ

型」「ゆうゆう型」となり悲観得点の高いものは

ストレス得点が高くなるという傾向を示した。

このことは生きがい度が高いものは楽観`性が強

く、ストレスが多いものは悲観性が強いという

ふうにも解釈ができる。これまでの楽観性、悲

観性に関する研究は、主に、抑うつ反応との関

連,性を中心とした報告がされてきた'１。そして精

神的健康は抑うつや不安といった１つの否定的

Ⅳ、今後の課題

LOT-Rは楽観性一悲観性が一次元上の両極とし

て考えられているが、コーピングの仕方やその後

の適応において白人アメリカ人と東洋系アメリカ

人では異なる結果を見い出し、楽観性と悲観性が

別次元のものであることを示した報告もある'5)。ま

た、日本における先行研究では大学生にLOT-Rを

実施した結果、楽観性と悲観性は２つの次元にわ

けて考えたほうが適切であることが指摘されてい

る'１;'。さらに日本におけるLOT-Rの研究ではα係数

が多少低いこともあり、今後は日本人を対象とし

たより信頼螂性の高い尺度の作成や楽観性、悲観'性
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